




研究目的 

妊娠中毒症(中毒症)については,数年前より日本産科婦人科学会(学会)の中毒症問題委員

会で見直しが進められつつある。その結論をふまえて,学会としての新たな中毒症の管理・

治療指針が作成され公表の予定となっている。 

中毒症の対応については,現在も尚本態が不明なことから多くの問題点が残されている。し

かし,その病態生理についての各面よりの研究により次第に2つの病態が中毒症の3大症状

の基盤となることが確認されるに至った。すなわち，①水，Na の過剰蓄積が浮腫につなが

ること,②心,血管系におけるVasoconstriction が高血圧や蛋白尿につながること,である

。これらの異常状態を栄養管理と薬物療法により,如何に改善或いは防止するかが本研究の

目的である。 


